
コンテストロギングソフト
CTESTWINを使った
コンテストの楽しみ方

新しい技術を利用して気軽に楽しむコンテスト



今さらですがコンテストとは



どれだけ多くの局、地域と所定時内
に交信したかを競う

そのためには、時間あたりの交信数、
地域数をどれだけふやせるかが大切



コンテストの魅力①
＊アワードと違い、「これまでの蓄積」ではなく「その日のがんばり」で
結果が得られる

＊自分の設備の能力チェック

＊自分のオペレーション能力のチェック

＊伝搬特性の変化を体感できる
＊「コンテストコンディション」で思いがけない地域と出来る

＊たくさん出来るとうれしい♪

＊いっぱい呼ばれるとうれしい♪♪

＊賞状を貰えると、ちょ～うれしい♪♪♪



コンテストの魅力②
＊「無線やってる感」満載

＊回を重ねると、「おなじみさん」との「コンテストコミュニティー」参加へ
の道が

＊移動運用と相性がいい

＊JARL主催だけではなく、ローカルコンテストが、ほぼ毎週どこかで

＊参加部門によっては短時間参加も（ローバンドは夜だけ等）

＊CW入門に最適 QRPerにも優しい

＊参加のテーマを設定し、後で検証→次回へのサイクル

＊無線家としての自己肯定感の向上



コンテストにおけるロギング
＊長かった紙と鉛筆の時代

＊PCとコンテストの相性のよさ

＊無線機のデジタル化が進行

＊シリアル/パラレルポートからUSB接続へ

＊本番中、交信やマルチ数など把握しやすく

＊後始末（結果の提出）がぐっと簡単に



CTESTWINを使ったコンテスト
＊キーボード入力のスピードは、そんなに気にする必要はない

＊CWでは最強の武器→受信は自力だが送信はPC

＊SSB,FM,AMでも紙より速い

＊デュープチェック機能

＊マルチチェック機能

＊パーシャルチェック機能

＊バンドマップ

＊Telnet
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